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『
続
古
事
談
』
の
説
話
意
識

—
|
『
中
外
抄
』
・
『
富
家
語
』
・
『
古
事
談
』
を
手
が
か
り
に
|
|
＇

は
じ
め
に

故
実
諏
を
中
心
に
展
開
し
、
故
実
説
話
集
と
で
も
名
付
く
ぺ
き
「
古
事

談
」
は
、
近
年
と
み
に
研
究
が
進
展
し
、
そ
の
世
界
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ

る
が
、
一
方
そ
の
「
古
事
談
」
の
構
成
を
踏
襲
し
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ

る
「
続
古
事
談
」
の
研
究
は
、
僅
か
に
志
村
有
弘
、
房
野
水
絵
両
氏
の
論

(
1
)
 

考
が
あ
る
ば
か
り
で
、
「
古
事
談
」
に
比
べ
尚
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
古
事
談
」
の
故
実
説
話
的
な
側
面
を
考
え
る
と
き
に
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
が
、
平
安
時
代
に
成
立
し
「
古
事
談
」
の
重
要
な
出
典

と
さ
れ
て
い
る
「
江
談
抄
」
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
と
い
っ
た
談
話
集

の
存
在
で
あ
る
。
特
に
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
に
つ
い
て
は
、
房
野
氏

が
「
続
古
事
談
」
と
も
密
接
な
開
係
が
あ
る
と
し
て
い
る
点
注
目
さ
れ
る
。

本
稿
は
こ
れ
ら
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
「
古
事
談
」
「
続
古
事
談
」
の

書
承
的
な
関
係
を
手
掛
り
に
、
「
続
古
事
談
」
の
特
質
に
つ
い
て
若
干
の

分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

方

波

見

彰

一
、
「
続
古
事
談
」
と
先
行
文
献

「
続
古
事
談
」
の
出
典
研
究
は
、
前
出
房
野
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
急
速

な
進
歩
を
と
げ
た
。
氏
は
「
続
古
事
談
」
と
同
文
性
の
高
い
話
を
持
つ
文

献
と
し
て
、
「
古
事
談
」
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
「
台
記
」
「
中
右
記
」

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
が
、
前
述
の
と
と
く
「
古
事
談
」
と
と
も
に
注
目
す

べ
き
は
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
の
二
書
で
あ
る
。
こ
の
二
書
が
「
古
事

談
」
の
重
要
な
出
典
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
特
に
「
中

外
抄
」
は
現
存
す
る
す
べ
て
の
諸
本
が
「
古
事
談
」
の
編
者
源
顕
兼
所
蔵

(
2
)
 

の
祖
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

顕
兼
は
「
富
家
語
」
も
所
持
し
、
そ
れ
を
も
と
に
「
古
事
談
」
を
編
纂
し

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
が
「
続
古
事
談
」
の
直

接
出
典
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
現
在
不
明
で
あ
る
「
続

古
事
談
」
の
編
者
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
考
察
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
こ
の
「
古
事
談
」

「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
の
三
書
と
、
「
続
古
事
談
」
と
の
関
係
を
表
に

す
る
と
次
の
様
に
な
る
。
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〔A表〕

続
99 98 94 87 83 82 80 61 55 51 49 46 45 42 41 40 30 18 16 6 2 1 古

事
談

421 101 
I I 

古351 32 342 A 362 182 64 421 375 A 436 16 28 451 4 34 
I I I 428 I I I I I 398 I I I I I l 事
A B B J A B A B C I D B B D A A 

談
C C 

東
上 山

中68 御
上 下上下 文
66 26 5 33 庫

外
下 富
29 家

語
抄抜

書

富
105 140 102 183 家

語

続
178 162 160 152 148 139 136 107 古

事
談

古
192 414 402 419 357 

事I I 1 I I 
A B D D C 談

中

上 上
46 4 

外

抄

富
26 家

語

＊
「
続
古
事
談
」
の
説
話
番
号
は
房
野
論
文
に
よ
る
。
「
古
事
談
」
の
説

話
番
号
は
小
林
保
治
校
注
「
古
事
談
」
（
現
代
思
潮
社
昭
和

56
年
）

の
通
し
番
号
に
よ
っ
た
。
ま
た
表
中
「
古
事
談
」
の
説
話
に
付
し
た
A

B
C
D
の
ラ
ン
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
同
文
度
の
高
さ
を
示
し
て

い
る
。
「
中
外
抄
」
の
番
号
は
上
巻
が
宮
田
裕
行
「
校
本
中
外
抄
と
そ

の
研
究
」
（
笠
間
書
院
昭
和

55
年
）
、
下
巻
は
同
氏
「
校
本
「
中
外

抄
」
・
「
冨
家
語
」
と
そ
の
研
究
」
（
勉
誠
社
昭
和

57
年
）
、
「
富

家
語
」
番
号
は
益
田
勝
実
「
「
富
家
語
」
の
研
究
」
（
「
中
世
文
学
の

世

界

」

所

収

岩

波

書

店

昭

和

35
年
）
に
そ
れ
そ
れ
よ
っ
た
。

(
3
)
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一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
冒
頭
―
―
話
を
除
い
て
「
古
事
談
」
と

「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
と
の
間
に
は
重
複
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
続
古

事
談
」

6
に
つ
い
て
は
「
明
堂
図
に
つ
い
て
の
説
話
」
と
い
う
こ
と
で
敢

え
て
重
複
さ
せ
た
が
、
本
文
を
検
討
す
れ
ば
、



〈
続
古
事
談

V
6

典
薬
寮
明
堂
図
ハ
霊
物
也
。
雅
康
寮
御
時
。
本
寮
破
レ
テ
捨
置
テ
°

万
ノ
人
ミ
ケ
リ
。
カ
ヤ
ウ
ノ
累
代
ノ
宝
物
。
今
ハ
一
モ
ノ
コ
ル
物
ナ
シ
°

＾
古
事
談

V451

施
薬
院
九
条
辺
古
所
二
、
明
道
図
ノ
有
ヲ
見
人
必
目
ヲ
病
之
ヨ
シ
、

雅
忠
朝
臣
申
置
之
云
云
°

二

＾
富
家
語
＞

120

仰
云
施
薬
院
領
二
、
九
条
ナ
ル
所
二
有
明
堂
図
。
故
殿
ハ
御
覧
‘
ン
ケ

リ
°
我
モ
見
候
ハ
ム
ト
令
申
之
処
、
雅
忠
朝
臣
云
、
見
件
体
人
ハ
必
目

ヲ
病
之
由
申
°
俯
不
見
也
。

と
な
る
。
直
接
関
係
が
想
定
さ
れ
る
「
富
家
語
」
「
古
事
談
」
に
対
し
、

「
続
古
事
談
」
は
全
く
の
異
伝
で
あ
る
。
ま
た
「
続
古
事
談
」

42
に
つ
い

て
は
後
に
詳
述
す
る
。
以
下
こ
れ
ら
四
書
の
書
承
面
で
の
関
係
を
さ
ら
に

詳
し
く
分
析
す
る
た
め
に
、
個
々
の
作
品
と
そ
の
説
話
に
つ
い
て
具
体
的

に
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
「
富
家
語
」
と
「
続
古
事
談
」
の
関
係

「続古事談」と「富家語」との関係をいちはやく指摘したの
(4~ 

は益田勝実氏である氏は「「続古事談」も「富家語」と直接

関係を持つらしい」という控え目な言い方をし、房野氏は「直

接関係を認められそうなもの」として「中外抄」とともに「富

家語」をあげている。まず両書の関係を「続古事談」固を例に

検討してみる。

人給レヲ召六川

々ハザミテ条左 京
笑ララテ ° 右大 極

ヒザマ ° 御大臣 大 続

ケラシ通衣臣砿殿 古

'', マカ『；砿房臨シパ 房ッ時 事
卜 0 ~ ノ客

談
云今 前随ノ

ケ日殿給駈身日
160 

レ御ヲヒ盛敦尊誓
バ衣オケ正久
° ハハルヲ°

有トラ今御府〗仰被レ日柏前 仰

° 申マ敦° 駈 云

ケシ久通盛 ‘ 富

レカ神胃卿於対召 吋
家

ハハ妙 随殿

‘御也 身臨 語

人衣° 敦時

々ハ殿於 久客i『被不ヲ其南井 26 
咲給追座面六
キマ却云‘条
トシセ‘賜右

二
話
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
話
の
文
体
、
内
容
と
も
ほ
ぼ
相
似
し
て

い
る
が
、
傍
線
部
①
②
の
差
異
は
注
目
さ
れ
る
。
②
は
単
な
る
誤
写
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
①
の
相
違
は
「
続
古
事
談
」
の
編
者
が
異
伝
を
も
と
に

改
変
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
実
は
こ
の
部
分
「
富
家
語
」
の

次
話
に
、

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

27

保
元
三
年
、
公
弘
法
師
談
云
、
京
極
殿
°
堀
川
左
大
臣
任
大
将
令

参
給
日
‘
召
府
生
敦
久
賜
御
衣
足
應
応
儀
云
々
。
（
後
略
）

と
あ
っ
て
、
「
続
古
事
談
」
の
緬
者
は
こ
の
部
分
を
参
考
に
、
「
土
御
門

大
臣
不
分
明
」
を
改
変
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
相
違
は
逆
に
「
続

古
事
談
」
と
「
富
家
語
」
と
の
直
接
関
係
の
存
在
の
証
拠
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
話
に
お
い
て
「
仰
云
、
故
殿
」
が
「
京
極
大
殿
」
と
改



変
さ
れ
る
仕
方
は
、
「
古
事
談
」
が
「
富
家
語
」
に
取
材
す
る
態
度
と
同

じ
も
の
で
あ
る
。
一
方
「
続
古
事
談
」
で
は
「
富
家
語
」
の
「
今
日
敦
久

神
妙
也
」
の
部
分
を
採
り
上
げ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
通
俊
に
か
ら
か
わ

れ
た
対
象
が
敦
久
な
の
か
盛
正
な
の
か
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
表
現
が
曖
昧
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
敦
久
は
も
と
京
極
大
殿

師
実
の
随
身
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
彼
が
土
御
門
大
臣
（
「
続
古

事
談
」
で
は
俊
房
）
の
随
身
と
な
っ
て
先
の
主
人
か
ら
御
衣
を
た
ま
わ
る
。

そ
の
時
の
通
俊
の
皮
肉
め
い
た
言
葉
に
、
「
今
日
敦
久
神
妙
也
」
と
い

う
一
拍
を
逃
さ
な
か
っ
た
「
富
家
語
」
は
、
口
承
の
場
と
密
着
し
た
形
で

作
ら
れ
た
談
話
集
と
し
て
、
口
語
り
の
―
つ
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
生
か
し

た
形
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
続
古
事
談
」

40

は
、
神
泉
南
面
の
二
階
の
棲
門
を
神
泉
の
龍
が
「
ク
エ
破
ル
」
話
で
、

「
富
家
語
」

140
に
直
接
取
材
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
続
古
事
談
」

の
「
天
晴
タ
リ
ケ
ル
ニ
」
と
い
う
記
述
が
な
い
。
こ
れ
は
後
出
す
る
「
黒

雲
出
来
テ
以
外
二
雷
鳴
ッ
テ
」
と
い
う
龍
の
出
現
の
際
の
天
変
の
様
子
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
布
石
と
な
る
記
述
で
あ
る
が
、
「
続
古
事
談
」
は

「
其
後
ソ
ラ
ク
モ
リ
、
カ
ミ
オ
ド
ロ
／
／
＼
＼
＼
シ
ク
ナ
リ
テ
」
と
同
様
の
表

現
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
の
布
石
と
な
る
記
述
が
な
い
。
「
続
古
事
談
」
の

編
者
は
「
ソ
ラ
ク
モ
リ
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
実
は
空
は
そ
れ
ま
で
晴

れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
解
釈
を
す
で
に
含
み
込
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
「
富
家
語
」
は
そ
う
で
は
な
い
。
た
と
え
「
ソ
ラ
ク
モ
リ
」
の
語

に
「
天
晴
テ
」
の
意
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
ま
ず
そ
れ
を
先
に

語
る
の
が
口
語
り
の
話
の
筆
録
者
高
階
仲
行
の
態
度
で
あ
る
。
「
続
古
事

談
」
の
編
者
は
そ
の
話
を
も
う
一
度
解
釈
し
、
採
録
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
話
は
説
話
と
し
て
の
生
気
を
若
干
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
を
編
者
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
か
わ
り
に
編
者
は
「
土
御
門
大
臣
不
分
明
」
と
い
う
説
話
内
の

事
項
の
範
囲
で
の
曖
昧
さ
を
嫌
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
不
分
明
」
と
記

し
た
人
物
は
筆
録
者
仲
行
か
後
年
の
書
写
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
次
話
と
の

矛
盾
に
気
づ
き
つ
つ
も
原
話
の
記
述
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
結
果
の
言

葉
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
そ
の
よ
う
な
こ

、
、
、

だ
わ
り
か
ら
は
初
め
か
ら
無
縁
で
、
あ
く
ま
で
も
採
録
す
る
話
の
「
明
解

さ
」
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
中
外
抄
」
と
「
続
古
事
談
」
の
関
係

-34 -

右
の
よ
う
な
こ
と
は
、
同
じ
談
話
集
で
あ
る
「
中
外
抄
」
と
の
間
に
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
〔

A
表
〕
に
あ
げ
た
関
係
の
う
ち
、
「
続
古
事
談
」

83.99.131
な
ど
は
、
文
体
、
内
容
と
も
ほ
ぽ
一
致
し
、
両
書
の
直
接
関

係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
興
味
深
い
形
で

相
似
を
み
せ
る
「
続
古
事
談
」

41
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

続
古
事
談

41

中
外
抄
〈
下
ノ

2
9
>

九
条
殿
シ
ノ
（
前
略
）

ビ
テ
°
キ
タ
ノ
公
季
太
政
大
臣
の
無
止
人
ニ
テ
あ
る
な
り
。
延
木
孫
‘

宮
ニ
カ
ヨ
ヒ
給
。
一
円
融
院
同
所
ニ
テ
養
レ
テ
お
ひ
た
ち
た
る
人
な
り
。
康

イ
マ
ダ
人
モ
イ
子
内
親
王
・
公
季
母
―
-

I

、
九
条
殿
’
ー
し
の
ひ
や
か
に



タ
ク
知
ラ
ザ
リ

ケ
ル
ニ
。
正
月

一
日
小
野
宮
殿

ウ
チ
ニ
マ
イ
リ

テ
°
九
条
殿
二

ア
ヒ
タ
テ
マ
ッ

リ
テ
。
北
ノ
宮

ノ
拝
礼
に
参
ム゚

卜
思
二
。
雨
ノ

フ
リ
テ
オ
マ
エ

ノ
キ
タ
ナ
ク
テ

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

工
参
リ
待
ラ
ズ

ト
ノ
給
ケ
レ
バ
。

九
条
殿
顔
ス
コ

シ
ア
カ
メ
テ
ゾ

オ
ハ
シ
ケ
ル
o

閑
院
太
政
大

臣
公
季
ト
キ
コ

ュ
ル
ハ
°
此
宮

ウ
｀
＜
給
ヘ
ル
人

也
°
殊
ニ
ュ
、

シ
キ
シ
ナ
ヨ
シ

ナ
リ
°
此
人
ハ

オ
サ
ナ
ク
テ
常

.
,
I
I
I
I
I
-
¥
-
1
r
 

ー
、
延
木
聞
付
テ
、
藤
壷
よ
り
令

あ
は
せ
給
た
り
け
れ

退
出
給
了
。
而
後
―
-
、
大
后
の
い
と
を
し
く
さ
せ
給
し

)
I
I
.
I
-
1
1
-
1
(
 

人
な
り
と
て
、
後
二
召
寄
て
え
も
い
は
す
も
て
な
し
て

お
は
し
ま
し
け
り
。
し
の
ひ
て
か
よ
は
せ
給
け
る
事
を

ー
、
延
木
も
た
れ
も
不
知
食
さ
り
け
り
。
小
野
宮
殿
許

か
し
ら
せ
給
た
り
け
る
。
正
月
拝
礼
二
、
小
野
宮
殿
一

ニ
、
九
条
殿
ニ
ニ
た
A

せ
給
か
り
け
り
。
小
野
宮
殿
、

九
条
殿
二
申
せ
給
テ
云
、
今
日
宮
御
方
康
子
拝
礼
二
立

ト
お
も
ふ
ニ
ヽ
雪
の
降
テ
御
前
の
け
か
れ
て
知

i
か
い

炉
ぃ
と
ま
う
さ
れ
給
け
れ
ハ
、
九
条
殿
面
ヲ
あ
か
め
て

お
ハ
し
ま
し
け
り
。
又
九
条
殺
I

関
の
お
は
き
に
お
ハ

し
ま
し
け
れ
は
、
康
子

1

あ
I

せ
給
た
り
け
る
時

~
I
ヽ

天
下
童
談
あ
り
け
り
。

中
外
抄
〈
上
ノ

6
8
>

久
安
三
年
十
一
月
十
五
日
祇
候
御
前
干
時
聞
食
御
料

被
仰
云
閑
院
太
政
大
臣
公
季
者
天
暦
天
皇
御
妹
腹
九
条

殿
男
也
無
止
人
也
小
年
之
比
於
天
暦
天
皇
御
前
令
食
飯

給
時
エ
ッ
ヽ
｀
く
ク
ハ
ム
ト
被
申
け
れ
I

天
皇
仰
云
さ
る

も
の
ハ
不
食
と
そ
被
仰
け
る
然
者
エ
ッ
、
ミ
ハ
脇
者
な

ん
と
な
ん
め
り

二
村
上
ノ
ミ
カ

ド
ノ
御
前
ニ
サ

ブ
ラ
ハ
レ
ケ
リ
。

御
前
ニ
テ
物
ク
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ヒ
テ
エ
ッ
、
ミ

ク
ハ
ム
ト
イ
ハ

レ
ケ
レ
パ
。
帝

我
ハ
サ
ル
モ
ノ

ク
ハ
ズ
ト
ゾ
仰

ラ
レ
ケ
ル
°
工

ツ
ヽ
｀
t

ワ
ロ
キ

モ
ノ
ニ
テ
ア
ル

、

l
I
I
t

ニ
ャ
。
コ
ノ
人

[，I
I
I
I
I
F
`
J
Fヽ
J.If『

ノ
童
名
ハ
宮
雄

＇
し
＼

i

ト
ゾ
。こ

の
話
は
前
後
二
話
に
分
か
れ
、
両
話
と
も
「
中
外
抄
」
に
同
話
を
持

ち
、
後
半
〈
上

1
6
8
V
は
は
と
ん
ど
同
文
で
直
接
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

問
題
は
前
半
〈
下

1
2
9
>
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
み
に
注
目
す
る
と
、

「
雪
」

I
「
雨
」
、
「
え
た
た
し
か
し
」

I
「
エ
参
リ
侍
ラ
ズ
」
と
表
現

に
若
干
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
「
続
古
事
談
」
の
末
尾
に
は
、
「
中
外
抄
」

に
な
い
公
季
の
童
名
の
こ
と
が
置
か
れ
て
あ
る
。

結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
こ
の
話
を
採
録
す



る
の
に
「
中
外
抄
」
を
基
本
に
「
大
鏡
」
を
も
参
照
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
大
鏡
」
公
季
伝
の
、
本
話
と
関
係
の
深
い
箇
所
を
次
に
示
す
。

（
前
略
）

又
人
|
\
＼
う
ち
さ
A

め
き
、
う
へ
に
も
き
こ
し
め
さ
ぬ
は
ど
に
、
ぶ
~

到
の
お
ど
ろ
|
|
＼
＼
し
う
ふ
り
、
雷
鳴
ひ
ら
め
き
し
ひ
、
こ
の
宮
内
に

お
は
し
ま
す
に
、
「
殿
上
の
人
／
＼
、
四
宮
の
御
方
へ
ま
い
れ
。
お
そ

ろ
し
う
お
ぽ
し
め
す
ら
ん
」
と
お
は
せ
C
と
あ
れ
ば
、
た
れ
も
ま
い
り

た
ま
ふ
に
、
を
の
ヽ
宮
の
お
と
ゞ
ぞ
か
し
、
「
ま
い
ら
じ
。
お
ま
へ
の
き

た
な
き
に
」
と
つ
ぶ
や
き
た
ま
へ
ば
、

（
中
略
）

か
や
う
に
あ
ま
り
こ
た
い
に
ぞ
お
は
し
ま
す
べ
き
。
む
か
し
の
御
わ
ら

は
な
は
、
宮
雄
君
と
こ
そ
は
申
し
か
。

(
5
)

「
大
鏡
」
と
「
続
古
事
談
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
他
に
「
続
古
事
談
」

l
.
4
2
に
参
照
の
跡
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
後
に
融
れ
る
と
し
て
、

右
に
あ
げ
た
「
大
鏡
」
の
傍
線
部
は
、
先
の
「
中
外
抄
」
と
の
相
違
点
と

完
全
に
一
致
す
る
。

ま
た
「
中
外
抄
」
の
波
線
部
は
、
後
出
の
「
し
の
ひ
て
か
よ
は
せ
給
け

る
事
を
ハ
、
延
木
も
た
れ
も
不
知
食
さ
り
け
り
」
と
い
う
叙
述
と
話
の
内

容
が
前
後
す
る
た
め
、
話
の
「
明
解
さ
」
を
求
め
る
編
者
が
削
除
し
た
と

と
く
自
然
に
想
定
で
き
る
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
話
は
、
中
間
に
異

伝
で
あ
る
「
大
鏡
」
の
話
を
据
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
相
違
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
中
外
抄
」
と
「
続
占
事
談
」
の
直
接
関
係
を
積
極
的
に
否

定
す
る
要
素
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
「
中
外
抄
」
か
ら
二
話
を
採
り
、

そ
の
う
ち
一
話
は
そ
の
ま
ま
に
、
他
の
一
話
は
異
伝
を
参
照
し
つ
つ
手
を

加
え
な
が
ら
―
つ
の
話
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
同
原
拠
か
ら
二
話
を
採
録

し
て
一
話
を
作
る
例
は
既
に
「
古
事
談
」
に
み
ら
れ
、
「
続
古
事
談
」
の

独
創
で
は
な
い
。
む
し
ろ
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
行
為
に
よ

っ
て
「
続
古
事
談
」
が
何
を
目
指
し
た
か
で
あ
ろ
う
。
本
話
は
、
九
条
師

輔
に
小
野
宮
実
頼
が
皮
肉
め
い
た
言
葉
を
投
げ
か
け
た
話
の
あ
と
に
、
師

輔
の
子
公
季
の
話
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
「
中
外
抄
」
〈
下
1
2
9
>
に
は
、

「
古
事
談
」
の
編
者
顕
兼
な
ら
ば
決
し
て
み
の
が
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
い
さ
さ
か
下
品
な
話
が
あ
る
が
、
「
続
古
事
談
」
は
そ
れ
を
切
り

捨
て
、
あ
く
ま
で
師
輔
（
あ
る
い
は
康
子
）
と
公
季
と
の
関
係
に
お
い
て

話
を
つ
な
ぎ
、
二
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
並
列
的
に
置
い
て
い
る
。
そ
し
て

重
要
な
こ
と
は
「
続
古
事
談
」
は
そ
の
こ
と
で
何
か
を
語
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

41
話
で
実
頼
が
登
場
し
た
の

は
前
話
の

40
話
、
「
富
家
語
」
と
の
関
係
の
時
に
も
岨
れ
た
「
神
泉
の
龍
」

の
話
に
実
頼
が
登
場
し
た
か
ら
で
あ
り
（
「
続
古
事
談
」
は
例
え
ば

9
ー

1
1
.
3
1
ー

3
3
.
7
5
ー

77.lll
ー、
11バ
な
ど
同
じ
人
物
を
め
ぐ
る
話
が
二
、
三

話
連
続
す
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
）
、
ま
た

41
話
に
公
季
が
登
場
し
た

の
は
、
「
中
外
抄
」
〈
下

1
2
9
V
の
冒
頭
が
「
公
季
太
政
大
臣
の
無
止
人

ニ
テ
あ
る
な
り
」
と
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
説
話
自
体
の
内
面
的
契

機
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
の
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
い
わ
ば
組
纂
時
の
書
承

的
契
機
に
よ
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
た
話
を
、
「
続
古
事
談
」
の
編
者
ぱ
、
話

を
面
白
く
し
よ
う
と
か
、
話
自
身
を
楽
し
も
う
と
か
す
る
の
で
は
な
い
。

何
か
別
の
態
度
で
次
々
と
集
め
、
つ
な
い
で
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
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四
、
「
古
事
談
」
と
「
続
古
事
談
」
の
関
係

話
が
少
し
先
走
り
す
ぎ
た
。
今
度
は
最
も
注
目
さ
れ
る
「
古
事
談
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
「
続
古
事
談
」
は
そ
の
書
名
、
内

容
構
成
か
ら
、
先
行
説
話
集
た
る
「
古
事
談
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
説
話
の
影
薯
度
に
つ
い
て
は
、

微
妙
な
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
志
村
氏
は
、

「
類
話
が
存
在
し
た
場
合
、
「
古
事
談
」
収
載
説
話
と
は
別
系
統
の
説
話

を
収
録
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
し
、
房
野
氏
は
、

「
「
古
事
談
」
「
袋
草
紙
」
は
出
典
と
す
べ
き
か
疑
わ
し
い
」
と
し
て
い

る
。
書
名
や
内
容
構
成
の
影
響
を
受
け
た
説
話
集
と
の
直
接
出
典
を
疑
う

の
は
一
見
奇
異
に
も
盛
じ
ら
れ
る
が
、
両
書
の
重
な
り
合
い
を
詳
細
に
み

る
と
き
、
こ
の
房
野
氏
の
意
見
は
、
無
視
で
き
な
い
説
得
力
を
持
つ
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
も
ま
た
具
体
的
に
話
を

み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

〔

A
表
〕
で
「
古
事
談
」
と
の
関
係
を
示
し
た
と
き
、
同
文
度
の
高
さ

を
A
B
C
D
と
ラ
ン
ク
付
け
し
た
が
、
ま
ず
同
文
度

A
の
例
を
一
話
あ
げ

て
み
る
。続

古
事
談

（
前
略
）

住
吉
ノ
明
神
託
宣
シ
テ
ノ
給
フ
°

昔
新
羅
国
ヲ
ウ
チ
シ
時
、
我
大
将
軍

也
。
日
吉
副
将
軍
也
。
後
二
将
門
ヲ

古
事
談

351

98 

任
吉
大
明
神
託
宜
云
、
昔
伐
新

羅
之
時
、
吾
為
大
将
軍
。
日
吉
為

―

ニ

―

二

副
将
軍
↑
其
後
伐
将
門
之
時
、
日

ウ
ツ
時
、
日
吉
ハ
大
将
軍
、
我
ハ
副

将
軍
也
。
コ
レ
天
台
宗
繁
昌
シ
テ
法

施
ヲ
ウ
ケ
テ
、
威
癒
倍
増
ノ
故
ナ
リ

ト
ゾ
°

吉
為
大
将
軍
。
吾
ハ
為
副
将
軍
。

二

―

ニ

―

是
依
天
台
宗
之
繁
昌
日
吉
受
法
施

元
限
。
威
徳
倍
増
之
故
也
。

レ

こ
れ
は
両
話
と
も
ほ
ぽ
同
文
、
さ
ら
に
言
え
ば
二
書
の
間
で
唯
一
例
外

的
に
同
文
関
係
が
認
め
ら
れ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
「
続
古
事
談
」

に
二
前
略
）
と
し
た
よ
う
に
、
社
司
成
信
の
語
っ
た
話
に
附
加
さ
れ
た
形

で
存
在
し
て
い
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
話
は
「
顕
昭
古
今
集
註
」

こヽヽ

江
記
云
住
吉
明
神
ノ
託
宣
二
云
神
功
皇
后
討
新
羅
之
日
我
為
大
将
軍

我
為
副
将
軍
是
則
延
暦
寺
建
立
以
後
依
三
千
徒
日
々
法
楽
増
威
先
之
故

也
。

(
6
)

と
あ
っ
て
、
「
江
記
」
に
同
話
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
房
野
氏

に
よ
れ
ば
「
続
古
事
談
」
は
他
の
箇
所
で
「
江
記
」
を
参
照
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
が
、
こ
の
話
に
限
っ
て
言
え
ば
、
「
続
古
事
談
」
は
「
江
記
」

よ
り
も
「
古
事
談
」
に
近
い
。
「
続
古
事
談
」
の
編
者
が
み
た
「
江
記
」

が
ど
の
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
た
め
速
断
は
で

き
な
い
が
、
こ
の
話
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
「
続
古
事
談
」
は
「
古
事

談
」
を
み
た
と
い
っ
て
よ
い
。

志
村
氏
は
こ
の

98
話
の
他
に
、

1
.
1
7
8
話
も
参
照
の
跡
が
み
ら
れ
る
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
三
話
を
除
き
そ
の
他
A
関
係
が
認
め
ら
れ
る
説
話
に

つ
い
て
、
主
な
相
違
点
に
注
目
し
て
み
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。
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〔B表〕

55 49 42 2 

ク五 ケ思テジ後 リサ 冷 続
ミ眉 リヒ隆テ三． タテ 泉 古
ナノ ケ綱 ‘条 ル病 院 事
セ塔 ルが余院 トッ 談
リヲ ハ宰リハ ゾキ

ツ ユ相ニコ テ
‘ゃ 、中感ノ ゥ
メ シ将ゼ定 セ
テ キヲサ文 テ

僻過セヲ 霊
層 事分給御 二

也ニヒ覧 ナ

362 64 101 4. 

レ慶 剰一叡 朝其 陽 古

レ＿ 被許 ―此覧 成後 成 事

心 生摂 院 談

―近習 ―筆之 霊政
―四

t7 病角 ―了後
五 ゜ 遂

＿重 叡 斃
了 感 逝

之 ゜
命 是

こ
の
よ
う
に
両
書
の
相
違
は
、
間
に
他
の
出
典
を
置
か
ね
ば
説
明
で
き

ぬ
ほ
ど
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
両
書
の
そ
う
し
た
軍

な
り
合
い
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
、
「
続
古
事
談
」

42
を
例
に
み
て

ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
の
話
は

①
一
条
摂
政
伊
手
の
人
と
な
り

121

そ
の
子
義
孝
の
往
生

①
伊
手
の
ラ
イ
バ
ル
朝
成
の
怨
霊

141

朝
成
の
笙
の
素
晴
し
さ

と
い
う
四
つ
の
要
素
か
ら
な
り
、
い
わ
ば
一
人
の
人
物
の
人
物
関
係
を
、

扇
を
広
げ
る
よ
う
に
た
ど
り
な
が
ら
練
り
上
げ
た
よ
う
な
話
で
あ
る
が
、

こ
の
要
素
川
の
話
は
、
「
富
家
語
」

105
を
出
典
と
し
て
い
る
。
両
者
を
あ

げ
て
み
よ
う
。

続
古
事
談

41

一
条
摂
政
ハ
、
ミ
メ
イ
ミ
ジ
ク
ヨ

ク
オ
ハ
シ
ケ
リ
。
弘
徴
殿
ノ
ホ
ソ
ド

ノ
ノ
ツ
ボ
ニ
イ
リ
テ
、
ア
サ
ボ
ラ
ケ

二
冠
ヲ
シ
入
テ
出
給
ケ
レ
パ
、
随
身

キ
リ
声
ニ
サ
キ
追
ケ
ル
。
イ
ミ
ジ
カ

リ
ケ
リ
。

富
家
語

106

仰
式
‘
世
尊
寺
ハ
一
ー
条
摂
政
家
也
。

九
条
殿
件
人
見
目
ィ
ミ
シ
ク
吉
御

―
男

座
シ
ケ
リ
。
細
殿
局
二
夜
行
シ
テ
、

朝
ホ
ラ
ケ
ニ
出
給
ト
テ
冠
押
入
テ

出
給
ケ
ル
実
二
吉
御
座
｀
ン
ケ
リ
。

随
身
切
音
ニ
サ
キ
オ
ハ
セ
テ
令
帰

給
、
メ
テ
タ
カ
リ
ケ
リ
。
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傍
線
部
を
除
け
ば
ほ
ぽ
同
文
で
あ
る
。
こ
の
採
録
態
度
は
先
に
「
富
家

語
」
と
の
関
係
を
み
た
と
き
の
も
の
と
、
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

次
に
要
素
②
は
、

コ
ノ
御
子
義
孝
ノ
少
将
モ
ミ
メ
ヨ
カ
リ
ケ
リ
°
往
生
シ
ケ
ル
人
也
。

其
事
コ
ト
フ
リ
タ
レ
パ
カ
ヽ
ズ
。

と
あ
る
。
義
孝
と
そ
の
往
生
の
話
は
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
」

34
、
「
法

華
験
記
」
下

1103
、
「
大
鏡
」
（
伊
手
伝
）
、
「
今
昔
物
語
集
」

2
4
1
4
2

な
ど
諸
書
に
散
見
し
、
こ
の
記
述
の
通
り
当
時
広
く
流
布
し
た
伝
承
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
著
名
な
話
に
対
し
、
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
、

「
コ
ト
フ
リ
タ
レ
バ
カ
カ
ズ
」
と
沈
黙
す
る
。
む
し
ろ
彼
は
次
の
朝
成
の

話
の
方
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
話
が
「
古
事
談
」

と
関
係
が
深
い
の
で
あ
る
。



続
古
事
談

42

此
大
臣
卜
朝
成
中
納
言
ト
ハ
、
ウ

ラ
ミ
ヲ
ム
ス
ビ
テ
怨
霊
ニ
ナ
ル
ト
ゾ
o

サ
テ
其
子
孫
ハ
三
条
西
涸
院
ノ
朝
成

ガ
家
二
不
入
ト
ゾ
申
ス
。
彼
摂
政
ト

レ

朝
成
卜
同
ク
参
木
ヲ
申
ケ
ル
時
、
朝

成
伊
手
ナ
ル
マ
ジ
キ
ヨ
シ
ヲ
ヤ
ウ
ヤ

ウ
ニ
申
ケ
リ
°
其
後
朝
成
摂
政
ノ

モ
ト
ニ
向
テ
、
大
納
言
ニ
ナ
ラ
ム
ト

申
ケ
ル
ヲ
、
ャ
、
久
シ
ク
ア
リ
テ
日

暮
テ
後
二
、
君
ニ
ッ
カ
ウ
マ
ツ
ル
ミ

チ
有
興
事
也
。
昔
参
議
ヲ
望
シ
ト
キ
、

レ

伊
甲
無
用
ノ
由
申
サ
レ
キ
。
今
大
納

言
ノ
用
否
我
心
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
云
ハ

レ
タ
リ
ケ
レ
パ
、
朝
成
恥
テ
車
二
乗

ト
テ
、
マ
ヅ
笏
ヲ
ナ
ケ
入
ケ
レ
パ
‘

其
笏
中
ヨ
リ
ヲ
レ
ニ
ケ
リ
。
サ
テ
病

0

0
 

0
 

0
 

0
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0
 

ツ
キ
テ
ウ
セ
テ
霊
二
成
タ
ル
ト
ゾ
°

古
事
談

101

一
条
摂
政
典
朝
成
卿
共
望
参
議

二

之
時
。
天
暦
°
多
讚
’
手
年
沖
用

之
由
。
其
後
朝
成
参
一
条
摂
政
第
。

上

二

為
望
申
大
納
言
賊
也
。
丞
相
良
久

不
相
逢
。
数
刻
之
後
。
適
以
面
謁
。

二

―

朝
成
立
涅
狂
大
納
言
姿
々
之
理

t

丞
相
無
所
答
。
而
去
。
奉
公
之
道

尤
可
謂
有
興
。
昔
競
望
同
官
時
。

レ

レ

レ

ニ

―

多
雖
被
訴
訟
。
今
度
大
納
言
事
可

レ

―

―

ー

レ

在
予
心
広
々
。
朝
成
懐
恥
成
怒
退

二
出
。
乗
車
之
時
先
投
入
笏
。
其

二

―

笏
自
中
央
破
裂
。
其
後
摂
政
受
病

ニ

―

送
罷
近
。
是
朝
痴
生
鵞
云
々
°
依
之

レ

今
一
条
摂
政
子
孫
不
入
成
旧
宅

三
条
西
涸
院
也
。
細
[
-
痴
。
朝
図

卿
為
一
条
摂
政
発
悪
心
之
時
。
釦
'

ニ

ー

ニ

―

足
忽
大
二
成
テ
不
屯
着
沓
°
四
回
[

レ
頂
レ
レ

ノ
サ
キ
ニ
縣
テ
退
出
云
々
。

こ
の
話
は
「
愚
管
抄
」
七
に
も
同
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

ふ
た
っ

（
朝
成
は
）
車
ニ
マ
ヅ
笏
ヲ
ナ
ゲ
イ
レ
ケ
ル
ニ
ニ
ワ
レ
ニ
ケ
リ
°
サ

テ
生
霊
ト
ナ
レ
リ
、
ト
コ
ソ
江
帥
モ
カ
タ
リ
ケ
レ

o
:
7
ヽ

と
あ
っ
て
、
慈
円
は
大
江
匡
房
を
介
し
て
こ
の
話
を
採
録
し
て
い
る
ら
し

い
の
だ
が
、
現
存
す
る
「
江
談
抄
」
や
「
江
記
」
に
は
こ
の
話
は
な
く
、

実
態
は
つ
か
め
な
い
。
「
古
事
談
」
の
徹
底
し
た
漢
文
体
も
、
「
古
事
談
」

の
原
拠
が
「
江
談
抄
」
あ
る
い
は
「
江
記
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆

し
て
い
る
の
だ
が
、
「
愚
管
抄
」
は
そ
の
漠
文
体
を
「
続
古
事
談
」
と
同

様
の
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
り
文
に
な
ら
し
て
し
ま
っ
た
た
め
も
あ
っ
て
、
こ

れ
ら
原
拠
と
「
続
古
事
談
」
の
関
係
は
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
煩

雑
に
な
る
た
め
「
愚
管
抄
」
の
全
文
を
あ
げ
る
の
は
控
え
る
が
本
文
を
検

討
す
る
と
、

「
愚
管
抄
」
の
原
拠
↓
「
古
事
談
」
↓
「
続
古
事
談
」

と
い
う
伝
承
経
路
が
想
定
さ
れ
、
原
拠
と
「
続
古
事
談
」
と
の
直
接
関
係

(
8
)
 

は
疑
問
視
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
表
中
の
「
古
事
談
」
の
文
か
ら
傍
線
部
を
除
く
と
、
「
続
古

事
談
」
と
ほ
ぼ
同
文
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
こ
こ
で
は
「
古
事
談
」

を
参
照
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は

0
印
で
示
し
た
部
分
で
、

「
古
事
談
」
は
病
気
に
な
っ
て
死
ん
だ
人
物
を
伊
手
と
し
、
「
続
古
事
談
」

は
朝
成
自
身
と
し
て
い
る
。
伊
手
が
死
ん
だ
か
ら
こ
そ
「
朝
成
の
生
霊
」

と
す
る
の
が
「
古
事
談
」
の
論
理
で
あ
り
、
「
続
古
事
談
」
は
冒
頭
に

「
ウ
ラ
ミ
ヲ
ム
ス
ビ
テ
怨
霊
ニ
ナ
ル
ト
ゾ
」
と
最
初
か
ら
憤
死
の
朝
成
を

想
定
し
た
話
の
展
開
を
し
て
い
る
。
「
愚
管
抄
」
は
誰
が
死
ん
だ
と
も
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
生
霊
ト
ナ
レ
リ
」
と
あ
り
「
古
事
談
」
に
近
い
。

つ
ま
り
こ
こ
は
「
続
古
事
談
」
編
者
の
変
改
の
跡
が
み
ら
れ
る
箇
所
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
「
大
鏡
」
伊
手
伝
の
異
伝
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
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笏
を
A

さ
へ
て
た
ち
け
れ
ば
、
は
た
ら
と
お
れ
け
る
は
、
い
か
ば
か



り
の
心
の
お
こ
さ
れ
に
け
る
に
か
。
さ
て
い
へ
に
か
へ
り
て
、
「
こ
の

ぞ
う
、
な
が
く
た
A

む
。
も
し
男
子
も
女
子
も
あ
り
と
も
、
は
か
(

し
く
て
は
あ
ら
せ
じ
。
あ
ば
れ
と
い
ふ
人
も
あ
ら
ば
、
そ
れ
を
も
う
ら

み
ん
」
な
ど
ち
か
ひ
て
う
せ
給
に
け
れ
ば
、
代
々
の
御
悪
霊
と
は
な
り

た
ま
ひ
た
れ
。

こ
の
よ
う
に
「
続
古
事
談
」
ぱ
、
話
の
筋
を
お
お
む
ね
「
古
事
談
」
に
倣

い
な
が
ら
、
一
部
分
異
伝
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
異
伝
を

「
ウ
ラ
ミ
ヲ
ム
ス
ビ
テ
怨
霊
ニ
ナ
ル
ト
ゾ
」
と
話
の
冒
頭
に
置
い
て
、
そ

の
結
果
「
古
事
談
」
の
も
と
の
話
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
印
象
の
話
に
仕

上
げ
て
い
る
。

「
続
古
事
談
」
は
異
伝
の
採
録
ば
か
り
で
な
く
、
「
古
事
談
」
に
対
す

る
大
幅
な
梗
概
化
も
行
な
っ
て
い
る
。
「
続
古
事
談
」

61
な
ど
、
そ
の
よ

い
例
で
あ
ろ
う
。

の
r
|

61

在
衡
‘
網
呵
、
オ
ナ
ジ
時
ノ
蔵
人
ニ
テ
、
藤
内
記
、
江
式
部
ト
テ
ゾ

ア
リ
ケ
ル
。
コ
ノ
維
時
ハ
聡
敏
フ
シ
ギ
ナ
リ
ケ
リ
。
遷
都
ヨ
リ
後
ノ
人

ノ
家
、
始
ョ
リ
今
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
‘
ソ
ノ
主
ノ
名
、
売
買
フ
年
月
皆
コ

唸

レ
ヲ
覚
エ
‘
又
人
ノ
忌
日
ミ
ナ
シ
リ
タ
リ
ケ
リ
此
蔵
人
ノ
時
於
御
前

前
栽
ノ
名
ヲ
書
タ
リ
ケ
ル
一
草
ヲ
、
ヨ
ム
人
ナ
カ
リ
ケ
リ
。

こ
の
話
は
「
古
事
談
」
の
二
話
を
出
典
に
し
て
い
る
。
傍
線
部
①
は
、

「
古
事
談
」

421
の
結
末
と
割
注
部
分

藤
内
記
江

（
前
略
）
在
衡
、
維
時
同
時
蔵
人
式
部
云
云

に
依
っ
て
お
り
、
傍
線
部
②
は
同
じ
く

428
話
。

維
時
中
納
言
始
補
蔵
人
之
時
。
主
上
為
畜
頂
頂
鬼
夏
書
花
斉
納
言

二

多
以
板
名
一
書
レ
之
。
時
人
嘲
レ
之
。
維
時
問
之
云
。
若
膚
冥

9
者
誰
人
醗
戸
オ

。
後
日
主
上
召
‘
時
令
書
花
目
録
御
覧
之
。
被
抑
可
用
漢
字
之

云
哉

云

一

噴

一

レ

―

―

ニ

ー

レ

下

レ

ニ

ー

。
維
時
忽
書
之
之
。
時
人
不
知
一
草
子
。
競
来
晶
之
時
。
維
時
云
。

J
 

云

円

レ

進

レ

ニ

々

n此
之
故
。
先
日
用
仮
名
字
。
何
被
嘲
哉
。

レ

戌

―

―

を
大
幅
に
梗
概
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
続
占
事
談
」
が
「
古
事
談
」
の

割
注
ま
で
も
採
録
す
る
例
ぱ
、
他
に
、

1
.
1
6
.
5
1
の
各
話
に
み
ら
え
、

特
に

1
は、

古
事
談

34

此
事
或
記
延
喜

仰
云
云
如
何
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続
古
事
談

延
喜
ノ
御
門
モ
サ
ム
ク
サ
ュ
ル
夜
ハ
、
御

衣
ヲ
ヌ
ギ
テ
、
夜
御
殿
ヨ
リ
ナ
ゲ
イ
ダ
シ
給

ヘ
ル
ト
ナ
ン
。

と
、
大
幅
な
増
幅
が
み
ら
れ
る
か
、
こ
れ
は
「
続
古
事
談
」
が
「
古
事
談
」

の
割
注
を
も
と
に
、
「
大
鏡
」
昔
物
語
の
異
伝
で
醒
醐
帝
の
話
、

お
な
じ
み
か
ど
A

申
せ
ど
、
そ
の
御
時
に
む
ま
れ
あ
ひ
て
候
け
る
は
、

あ
や
し
の
民
の
か
ま
ど
ま
で
、
や
む
ご
と
な
く
こ
そ
。
大
小
寒
の
こ
ろ

ほ
ひ
、
い
み
じ
う
ゆ
き
ふ
り
さ
え
た
る
夜
は
、
「
諸
国
民
百
姓
い
か
に

さ
む
か
ら
ん
」
と
て
、
御
衣
を
こ
そ
夜
御
殿
よ
り
な
げ
い
だ
し
お
は
し

ま
し
け
れ
ば
…
・
:

に
取
材
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
「
古
事
談
」
の
本
が
、
「
続
古
事

談
」
を
参
照
し
て
割
注
を
加
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
古
事
談
」
の

直
後
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
が
、
第

60
話
に
お
い

て
や
は
り
「
古
事
談
」
の
割
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
点
を
考
慮
す

る
と
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
割
注
ぱ
「
古
事
談
」
の
成
立
時
か
、



成
立
後
ま
も
な
く
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
続
古
事
談
」

は
一
方
で
そ
の
割
注
を
忠
実
に
ひ
き
な
が
ら
、
も
う
一
方
で
―
つ
の
説
話

全
体
を
大
幅
に
梗
概
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
「
続
古
事
談
」
は
「
古
事
談
」
の
「
続
編
」
と
い
う
題
を
掲

げ
、
ひ
た
す
ら
「
古
事
談
」
の
話
の
異
伝
を
採
集
し
、
又
「
古
事
談
」
の

話
を
梗
概
化
し
、
「
古
事
談
」
と
同
じ
話
を
作
る
ま
い
作
る
ま
い
と
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
先
に
み
た
「
古
事
談
」
と
の
同
文
度
の

高
い

A
関
係
の
説
話
群
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ほ
ぼ
同
文
と
い
え
る
説
話

6
 

は
「
続
古
事
談
」

1
.
9
8
.
7
の
三
話
の
み
で
あ
り
、

1
は
既
に
み
た
よ

ー

う
に
末
尾
に
割
注
の
増
幅
が
み
ら
れ
、

98
は
先
に
社
司
成
信
の
語
っ
た
話

が
あ
り
、

176
は
漠
朝
の
話
の
コ
メ
ン
ト
的
な
部
分
で
し
か
な
い
。

先
に
示
し
た
房
野
氏
の
「
「
袋
草
紙
」
「
古
事
談
」
は
出
典
と
す
べ
き

か
疑
わ
し
い
」
と
い
う
見
解
は
、
実
に
こ
の
よ
う
な
「
続
古
事
談
」
の

「
古
事
談
」
へ
の
対
し
方
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
続

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

古
事
談
」
は
「
古
事
談
」
を
出
典
と
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
。
い
い
か

え
れ
ば
「
続
古
事
談
」
の
中
の
「
古
事
談
」
と
の
類
話
は
、
そ
の
相
違
の

ゆ
え
に
、
す
べ
て
「
続
古
事
談
」
の
編
者
が
「
古
事
談
」
の
話
を
直
接
に

見
、
改
変
の
手
を
加
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
「
続
古
事
談
」

が
い
か
に
「
古
事
談
」
を
意
識
し
て
い
た
か
、
そ
れ
は
先
に
み
た
「
中
外

抄
」
、
「
富
家
語
」
と
の
関
係
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一
度
〔

A

表
〕
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
続
古
事
談
」
は
冒
頭
の
二
話
を
除
い
て
、

「
古
事
談
」
が
「
中
外
抄
」
、
「
富
家
語
」
か
ら
採
っ
た
話
を
決
し
て
採

録
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
続
古
事
談
」
の
編
者
が
い
か
に
注
意

深
く
こ
の
三
書
を
読
ん
で
い
た
か
を
物
語
る
の
だ
が
、
「
続
古
事
談
」
が

「
中
外
抄
」
や
「
富
家
語
」
を
お
お
む
ね
同
文
の
ま
ま
抄
出
し
て
い
た
の

に
対
し
、
「
古
事
談
」
に
は
積
極
的
な
改
変
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

「
続
古
事
談
」
の
編
者
に
と
っ
て
、
「
古
事
談
」
は
何
か
し
ら
特
別
な
書

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。

と
こ
ろ
で
冒
頭
の
二
話
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
本
文
を
検
討
す
る
と
、

説
話
を
取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
三
書
と
の
関
係
は
複
雑
で
、
ど
れ
か
一
書

だ
け
に
取
材
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
「
続
古
事
談
．
」
の
編
者
は
、
こ

の
二
話
に
つ
い
て
の
三
書
の
重
な
り
合
い
に
気
付
い
て
い
た
は
ず
で
、
本

文
的
に
断
定
で
き
な
い
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
む
し
ろ
問
題
と
な
る
の

は
な
ぜ
冒
頭
の
二
話
だ
け
が
重
複
を
避
け
る
原
則
を
無
視
し
た
か
で
あ
る
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
ぱ
‘
―
つ
に
は
「
続
古
事
談
」
の
編
者
が
「
古
事
談
」

の
「
続
編
」
の
名
を
掲
げ
る
以
上
、
「
古
事
談
」
と
の
共
通
話
か
ら
起
筆

し
、
そ
こ
か
ら
「
続
古
事
談
」
と
い
う
説
話
世
界
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
。
さ
ら
に
は
そ
の
話
が
「
中
外
抄
」

「
富
家
語
」
と
同
話
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
「
古
事
談
」
の
説
話
の
中

で
も
、
特
に
談
話
集
に
出
典
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
故
実
説
話
的
な
側
面

に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
話
を
中
心
に
「
続
古
事
談
」
を
作
り
上
げ
て
ゆ
こ

う
と
し
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
さ
ら
に

考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
説
話
集
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
世
界
を
、
他
の

説
話
集
の
世
界
と
の
違
い
に
お
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

説
話
間
の
書
承
の
事
実
か
ら
「
続
古
事
談
」
の
実
体
に
迫
ろ
う
と
す
る
本

稿
の
目
的
か
ら
は
い
さ
さ
か
外
れ
る
。
他
の
機
会
に
譲
ろ
う
。
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こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
、
そ
の
編
纂
に
お

い
て
「
中
外
抄
」
・
「
富
家
語
」
・
「
古
事
談
」
の
重
な
り
合
い
に
充
分

な
配
慮
を
し
、
特
に
「
古
事
談
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容
、
表
現
の
レ

ペ
ル
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
編
者
の
こ
の
よ
う
な
編
纂
態

度
は
、
こ
れ
ら
三
書
の
説
話
の
取
捨
選
択
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ

>

O

 

r

っ
カこ

の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
も
う
一
度
四
書
の
重
な
り
合
い
に
注
目
し

て
み
よ
う
。
「
続
古
事
談
」
が
「
中
外
抄
」
「
富
家
語
」
か
ら
取
材
す
る

時
、
「
古
事
談
」
と
取
材
が
重
複
せ
ぬ
よ
う
配
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
言

い
か
え
れ
ば
「
続
古
事
談
」
は
既
に
一
度
「
古
事
談
」
に
よ
っ
て
採
集
さ

れ
た
「
お
余
り
」
の
中
か
ら
再
度
採
集
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
見
方

を
変
え
て
、
そ
の
二
度
の
採
集
に
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
説
話
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
中
外
抄
」
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
既
に
池
田
亀
鑑
氏
の
研
究
が
あ
る

が

(
9
)
氏
は
、

〈
下
ノ

1
5
>

久
安
五
年
三
月
□
七
日
条

〈
下
ノ

3
1
>

久
安
六
年
八
月
廿
日
条

の
二
条
を
引
き
、
前
者
は
「
今
昔
物
語
集
」
又
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と

の
関
係
、
後
者
は
「
散
伏
宇
治
大
納
言
物
語
」
と
の
関
係
に
注
目
し
て
い

る
。
同
じ
よ
う
に
池
田
氏
は
「
富
家
語
」
に
も
触
れ
、

133
の
「
高
藤
大
臣
」

の
話
と
「
今
昔
物
語
集
」
と
の
関
係
に
注
目
し
、
そ
れ
を
う
け
て
片
寄
正

義
氏
は
、

105
の
「
世
尊
寺
ハ
一
条
摂
政
家
也
」
の
話
と
「
宇
治
拾
遺
物
語
」

-咆

と
の
関
係
を
指
摘
し
ヤ
こ
れ
ら
の
三
書
と
「
中
外
抄
」
・
「
富
家
語
」

と
の
直
接
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
事
実
は
、
後
年

「
今
昔
物
語
集
」
あ
る
い
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
い
う
説
話
集
の
一
話

と
し
て
形
成
さ
れ
る
説
話
が
、
藤
原
忠
実
生
存
時
広
く
巷
間
に
伝
播
し
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
当
時
存
在
し
た
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
の
中
に
採
録

さ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
四
つ
の
話
を
「
古
事
談
」
・
「
続
古
事
談
」
は
い
ず
れ

も
採
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
「
中
外
抄
」
〈
下
ー

3
1
>
と
「
富
家
語
」

105
は
、
と
も
に
話
の
梗
概
を
簡
略
に
の
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
二
書
に
は
お
お
よ
そ
直
接
的
な
採
録
態
度
で
臨
ん
で
い
る

「
古
事
談
」
や
「
続
古
事
談
」
に
と
っ
て
は
、
そ
の
採
録
の
原
則
に
叶
わ

5
 

ぬ
話
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
富
家
語
」

oは
、
本
文
を

ー

示
す
と
、

仰
云
、
世
尊
寺
ハ
一
条
摂
政
家
也
。
辺
底
殿
件
人
・
・
・
・
・
・
〈
中
略

v:・

．．． 
随
身
切
音
ニ
サ
キ
ヲ
ハ
セ
テ
令
帰
給
、
メ
テ
タ
カ
リ
ケ
リ
°
件
家
南

庭
二
墓
ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
ク
ッ
サ
レ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
タ
ケ
八
尺
ナ
ル
尼

公
の
色
／
＼
衣
着
タ
ル
ヲ
掘
出
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
人
々
見
驚
ケ
ル
ホ
ト
ニ
、

随
風
テ
散
失
ニ
ケ
リ
°
其
後
摂
政
モ
衰
へ
、
タ
チ
家
モ
ア
セ
ニ
ケ
リ
ト

ソ
〈
後
略

v

と
あ
っ
て
、
前
半
の
〈
中
略
＞
と
し
た
物
分
は
、
既
に
ふ
れ
た
「
続
古
事

談
」

42
に
ほ
ぼ
同
文
の
形
で
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
の
場

合
、
既
に
み
た
よ
う
に
「
続
古
事
談
」

42
の
、
人
物
関
係
を
扇
を
広
げ
る

よ
う
に
た
ど
り
な
が
ら
練
り
上
げ
て
ゆ
く
話
の
作
り
方
に
入
り
込
み
得
な

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
「
富
家
語
」

133
の
「
高
藤
大
臣
」
の
話
は
、
有
名
な
勧
修
寺
縁
起

讀
で
あ
る
が
、
こ
の
話
に
つ
い
て
は
志
村
氏
が
「
続
古
事
談
」
と
勧
修
寺

-42 -



一
門
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
確
か
に
氏
の

説
く
通
り
「
続
古
事
談
」
に
は
、
為
隆
、
顕
隆
、
泰
賢
、
長
方
と
い
っ
た

勧
修
寺
一
門
の
人
物
の
話
を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
特
に
長
方
は

3
1
.
5
0
.
5
7
.
6
0
.
、
語
に
登
場
し
、
い
ず
れ
も
オ
人
名
臣
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
「
玉
葉
」
に
よ
れ
ば
、
長
方
は
勧
修
寺
氏
と
い
う
こ
と
か
ら

(11) 

離
れ
て
も
、
近
代
の
名
臣
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
一

般
に
「
続
古
事
談
」
の
緬
者
が
勧
修
寺
氏
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
意
識
は

強
烈
か
つ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
若
干
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

32

今
モ
昔
モ
勧
修
寺
氏
ノ
ハ
ラ
ノ
ア
シ
サ
ハ
、

47

泰
賢
民
部
卿
、
勧
修
寺
ノ
人
也
。
宇
治
殿
ノ
御
後
身
也
。

72

世
ノ
人
子
孫
繁
昌
コ
ト
ノ
ホ
カ
ナ
リ
ケ
ル
ト
ナ
ム
イ
ヒ
ケ
ル
°

74

蔵
人
弁
顕
隆
物
イ
ヒ
ア
シ
キ
人
ナ
リ
ト
ナ
ム
イ
ラ
ヘ
ケ
ル
。

（
数
字
は
説
話
番
号
）

こ
の
よ
う
に
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
、
勧
修
寺
氏
の
人
物
を
時
に
は

賞
讃
し
、
時
に
は
批
判
し
、
時
に
は
羨
望
す
る
と
い
う
形
で
強
烈
に
意
識

し
て
い
る
。
そ
の
編
者
が
「
富
家
語
」
の
話
を
無
視
す
る
の
で
あ
る
。
緬

者
は
勧
修
寺
氏
と
の
院
の
近
臣
争
い
に
敗
れ
た
下
級
貴
族
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
る
け
れ
ど
、
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、

編
者
が
勧
修
寺
氏
に
対
し
て
、
あ
る
屈
折
し
た
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
い
た

と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
屈
折
が
勧
修
寺
縁
起
譜
を
無
視
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
勧
修
寺
氏
の
人
々
の
説
話
は
「
続
古
事
談
」
以
外
に
は

あ
ま
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
編
者
は
勧
修
寺
氏
の
話
を
努
め
て
採
集

し
た
と
考
え
ら
れ
不
審
が
残
る
。
そ
れ
よ
り
も
編
者
は
、
こ
の
話
が
あ
ま

り
に
も
有
名
す
ぎ
る
と
感
じ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

編
者
は

42話
で
義
孝
の
往
生
話
に
つ
い
て
、
「
コ
ト
フ
リ
タ
レ
パ
カ
ヽ

ズ
」
と
筆
を
揺
い
て
い
る
こ
と
は
既
に
の
べ
た
。
同
じ
よ
う
に
幅
者
に
と

っ
て
は
、
こ
の
話
は
「
コ
ト
フ
リ
タ
ル
」
話
と
惑
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
「
続
古
事
談
」
の
説
話
を
み
て
ゆ
く
と
き
、
そ
の
特
徴
と
し

て
、
話
自
体
の
特
異
さ
と
共
に
編
者
が
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
先
行
文
献
の

特
異
さ
、
類
話
の
少
な
さ
に
気
付
か
さ
れ
る
。
現
在
判
明
し
て
い
る
直
接

先
行
文
献
ぱ
、
「
古
事
談
」
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
日
記
や
抄
物
の
類
で

あ
る
。
一
方
「
古
事
談
」
は
、
他
に
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
や
「
扶
桑
略
記
」

な
ど
に
あ
る
話
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
今
昔
物

語
集
」
や
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
の
兄
弟
的
な
類
話
を
多
数
持
つ
に
至
っ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
説
話
を
も
「
続
古
事
談
」
ぱ
拒
否
し
て
い
る
。

「
続
古
事
談
」
と
「
古
事
談
」
と
の
関
係
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
も

ま
た
、
交
わ
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
「
続
古
事
談
」
が
、
「
古
事
談
」
の
説
話
を
い

か
に
摂
取
し
、
ま
た
い
か
に
拒
否
し
た
か
を
見
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
摂

取
な
り
拒
否
な
り
が
、
い
か
な
る
意
識
の
下
で
行
な
わ
れ
た
か
は
問
わ
な

い
で
き
た
。
だ
が
ど
う
や
ら
「
続
古
事
談
」
の
綱
者
は
、
「
古
事
談
」
に

対
し
て
だ
け
で
な
く
、
広
く
編
者
が
依
る
べ
き
も
ろ
も
ろ
の
文
献
に
対
し

て
、
か
な
り
明
確
な
編
纂
意
識
を
持
っ
て
話
を
取
捨
選
択
し
て
い
る
と
い

え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
―
つ
に
は
「
コ
ト
フ
リ
タ
ル
」
話
を
採
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
「
コ
ト
フ
リ
タ
ル
」
話
と
は
、
ど

う
や
ら
「
今
昔
」
や
「
宇
治
拾
遺
」
と
共
通
話
を
多
く
持
つ
よ
う
な
話
で

あ
る
ら
し
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
「
大
鏡
」
も
そ
の
範
随
に
入
る
。
「
続
古

事
談
」
の
編
者
が
、
「
古
事
談
」
や
「
中
外
抄
」
の
話
の
異
伝
と
し
て
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「
大
鏡
」
の
話
に
取
材
す
る
と
き
、
あ
く
ま
で
も
部
分
的
、
又
は
補
完
的

な
態
度
を
つ
ら
ぬ
い
た
の
は
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
そ
れ
で
は
「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
い
わ
ゆ
る
「
説
話
ら
し
い
説

話
」
、
あ
る
い
は
「
故
実
説
話
で
は
な
い
説
話
」
を
拒
否
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
問
い
に
は
「
故
実
説
話
で
は
な
い
説
話
」
と
は
い
か
な
る
説

話
、
と
い
う
大
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
を
あ
え
て
無
視
し

て
い
え
ば
、
例
え
ば
「
続
古
事
談
」

165.168
な
ど
は
、
故
実
説
話
と
い
う

よ
り
は
「
今
昔
」
や
「
宇
治
拾
遺
」
の
説
話
に
近
い
話
で
あ
る
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
は
編
者
の
説
話
摂
取
、
拒
否
の
意
識
の
か

た
く
な
さ
と
同
時
に
、
一
方
で
そ
の
意
識
で
採
る
べ
き
説
話
の
選
り
分
け

、
、
、

が
な
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
利
き
の
曖
昧
さ
を
感
じ
と
る
。
い

い
か
え
れ
ば
わ
れ
わ
れ
が
故
実
説
話
と
そ
う
で
な
い
説
話
と
を
選
別
す
る

明
確
な
規
範
を
持
た
な
い
の
と
同
様
に
、
「
続
占
事
談
」
の
編
者
も
そ
の

点
で
曖
昧
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
続
古
事
談
」

の
編
者
が
か
く
も
か
た
く
な
に
或
る
種
の
説
話
を
拒
否
す
る
意
識
を
つ
ら

ぬ
き
得
た
の
ば
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
拒
否
す
べ
き
「
コ
ト
フ
リ
タ
ル
」

説
話
群
が
、
具
体
的
な
説
話
集
の
形
と
な
っ
て
嗣
者
の
眼
前
に
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
続
古
事
談
」
は
説
話
集
か
ら
話
を
採
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
単
純
な
事

実
ぱ
深
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
「
続
古
事
談
」

の
よ
う
な
作
品
を
、
安
易
に
「
故
実
説
話
集
」
な
ど
と
名
付
け
る
け
れ
ど
、

「
続
古
事
談
」
の
編
者
は
、
そ
の
編
纂
作
業
の
中
で
、
当
時
存
在
し
て
い

た
と
こ
ろ
の
「
説
話
集
」
た
る
こ
と
を
拒
否
す
る
意
識
を
働
か
せ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
識
が
「
古
事
談
」
か
ら
の
採
録
作
業
に
対
し
て
も

働
い
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
古
事
談
」
は
「
続
古
事
談
」
の
編
者
に

と
っ
て
い
く
ぶ
ん
か
「
説
話
集
」
ら
し
い
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
「
占
事
談
」
の
文
学
性
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
あ
た
り
か
ら

問
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

注

(
l
)
志
村
有
弘
「
「
続
古
事
談
」
の
特
質
と
編
者
」
（
説
話
文
学
研
究
・

九
号
•
昭
和
四
十
九
年
）
房
野
水
絵
「
「
続
古
事
談
」
の
編
纂
意

識
に
つ
い
て
」
（
説
話
文
学
研
究
・
十
一
号
•
昭
和
五
十
一
年
）

尚
、
本
稿
は
右
の
―
―
論
文
に
多
く
依
っ
て
い
る
。
以
下
特
に
断
わ

ら
な
い
が
、
文
中
で
二
氏
に
触
れ
た
場
合
、
す
ぺ
て
右
の
―
―
論
文

を
さ
す
。

:
2
)
益
田
勝
実
「
「
富
家
語
」
の
研
究
」
（
「
中
世
文
学
の
世
界
」
所

収
・
昭
和
―
―
―
十
五
年
、
岩
波
書
店
）
・
同
氏
「
「
古
事
談
」
鑑
賞

+
」
（
解
釈
と
鑑
賞
•
昭
和
四
十
一
年
―
二
月
号
）

(
3
)
「
中
外
抄
」
・
「
富
家
語
」
の
本
文
も
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
書
に
依
っ

て
い
る
。
ま
た
「
続
古
事
談
」
の
本
文
は
「
群
書
類
従
」
に
よ
る

が
私
意
に
よ
っ
て
句
読
点
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
「
古
事
談
」

の
本
文
は
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
を
中
心
に
、
現
代
思
潮
社
本

を
参
照
し
て
い
る
。

(
4
)
益
田
勝
実
「
「
富
家
語
」
の
研
究
」

0
5
)
本
文
は
「
岩
波
古
典
文
学
大
系
」

(
6
)
本
文
は
「
続
々
群
書
類
従
」

(
7
)
本
文
は
「
岩
波
古
典
文
学
大
系
」
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(
8
)
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

〈

愚

〉

な

し

〈

古

〉

奉

公

之

7
尤
可
冨
窪

2

レ興

〈
続
古
ゾ
君
ニ
ッ
カ
ウ
マ
ツ
ル
ミ
チ
有
興
事
也

レ

ま
た
後
述
の
朝
成
の
生
霊
と
死
亡
の
差
も
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。

:
9
)
池
田
亀
鑑
「
説
話
文
学
に
於
け
る
知
足
院
関
白
の
地
位
」
（
国
語

と
国
文
学
・
昭
和
九
年
二
月
号
）

(10)
片
寄
正
義
「
知
足
院
関
臼
と
中
外
抄
・
富
家
語
談
」
（
「
今
昔
物

語
集
の
研
究
・
下
」
所
収
昭
和
十
九
年
成
稿
、
昭
和
四
十
九
年

刊

芸

林

舎

）

(11)
「
玉
葉
」
治
承
四
年

同

元

暦

二

年

同

建

久

二

年

十
二
月
―
―
一
日
条

六
月
二
十
五
日
条

三
月
十
一
日
条（

か
た
ば
み
あ
き
ら
）
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